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活動 

紹介 

,                              
 

            

せ
ん
ま
や
サ
テ
ラ
イ
ト
主
催
の
地
域

づ
く
り
講
座
Ⅱ
「
情
報
発
信
の
ス
ス
メ
」

は
、
２
月
17
日
に
同
サ
テ
ラ
イ
ト
で
開

催
。
紙
媒
体
・
マ
ス
コ
ミ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
手
法
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
強
み
・
弱
み
を
交
え

て
解
説
。
加
え
て
、
よ
り
効
果
的
に
情
報

を
伝
え
る
た
め
の
コ
ツ
や
、
す
ぐ
に
実
践

で
き
る
技
術
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

特
別
ゲ
ス
ト
に
は
無
料
情
報
紙
「
ｈ
ａ

ｎ
ａ
ｕ
ｔ
ａ
」
を
発
行
し
て
い
る
（
有
）

光
成
工
業
か
ら
、
代
表
取
締
役
社
長
の
村

上
さ
ん
と
ゼ
ン
マ
イ
ラ
ボ
事
業
部
の
清

水
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
情
報
紙
を
作
る
上

で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
や
読
者
を
引
き

付
け
る
ポ
イ
ン
ト
等
を
学
習
。
最
後
に

「
大
切
な
の
は
道
具
や
手
法
の
組
み
合

わ
せ
方
」
と
締
め
く
く
り
、
講
座
の
後
は

全
員
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

   

必        

よ
り
良
い
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る

趣
旨
で
開
催
さ
れ
た
舞
川
地
区
自
治
公

民
館
大
会
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
と
自
治
会
活
動
」
で
、
小
野

寺
セ
ン
タ
ー
長
が
藤
沢
町
自
治
会
協
議

会
の
千
田
会
長
と
リ
レ
ー
形
式
で
講
演

を
行
い
ま
し
た
。「
地
域
づ
く
り
は
自
分

達
の
地
域
で
安
心
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

く
為
の
も
の
。
人
口
減
少
等
環
境
変
化
も

あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
と
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
、
知
識
・
経
験
・

関
心
を
持
ち
寄
っ
て
話
し
合
う
と
い
う

協
働
で
支
え
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
」
と
協
働
に
つ
い
て
語
り
、
金
山
棚

田
を
守
る
会
、
舞
川
鹿
子
躍
保
存
会
の
活

動
発
表
に
は
「
テ
ー
マ
型
と
地
縁
型
の
活

動
の
融
合
と
、
継
続
し
て
い
く
事
が
大
切
」

と
助
言
。
集
ま
っ
た
１
６
０
人
の
聴
衆
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

           

市
内
の
若
手
農
業
従
事
者
で
組
織
さ

れ
る
「
両
磐
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
３
月
18
日
に
合
同
庁
舎
で

開
催
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
農
業
経
営
を
行
う

上
で
身
近
な
課
題
の
解
決
方
法
を
検
討

す
る
等
、
消
費
者
や
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

を
通
じ
、「
日
本
や
世
界
で
貢
献
で
き
る

農
業
者
」
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を

展
開
。
今
後
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
の
方

向
性
や
目
標
を
明
確
化
し
、
事
業
化
に
向

け
た
意
見
交
換
会
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
農
業
の
姿
を
描
い
て
い
き
ま
す
。 

 
 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
回
の
会
議
の
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
円
滑
な
話
し
合
い
を
す
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

「
結
論
を
出
さ
な
い
会
議
」
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
胸
に
あ
る
想
い
を
出
し
合
い
、

相
互
理
解
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。 

いちのせき市民活動センター 

 

協働の取組み 
第 33回舞川地区自治公民館大会 

講演の様子 

①市民活動相談支援 

②情報発信・収集、啓発支援 

③地域への参画支援 

④話し合い支援 

⑤他事業との連携 

⑥地域協働体への組織づくり支援 

いちのせき市民活動センターが、 

行っている活動をご紹介いたします。 

講座紹介 
情報発信のススメ 

講座会場の様子 

 

よ
り
効
果
的
な 

情
報
発
信
を
目
指
し
て 

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と 

自
治
会
活
動
」
を
テ
ー
マ
に 

話し合い支援 
４Ｈクラブワークショップ 若

手
農
業
者
が
集
い 

魅
力
あ
る
農
業
を
考
え
る 

ワークショップの様子 



 
団体 

紹介 

                              

 
 
   
 

 

一
関
市
か
ら
気
仙
沼
市
へ
続
く
、
国
道

２
８
４
号
線
沿
い
。
矢
越
駅
の
西
約
３
０

０
ｍ
の
場
所
に
、
室
根
産
地
直
売
組
合
が

運
営
す
る
「
ふ
れ
あ
い
む
ろ
ね
旬
菜
館
」

が
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

明
る
い
店
内
に
は
、
地
域
の
新
鮮
野
菜
、

海
産
物
、
果
物
、
工
芸
品
等
が
並
び
、
町

の
情
報
発
信
の
場
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
室
根
町
を
中
心
に
約
１
２
０

名
の
方
が
出
荷
登
録
し
、
豊
富
な
品
揃
え

の
中
で
も
特
に
花
の
種
類
・
量
が
多
い
こ

と
が
強
み
。
室
根
町
に
は
花
農
家
が
多
く
、

お
彼
岸
や
お
盆
の
時
期
は
、
切
り
花
を
買

い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
す
。
ま

た
、
陳
列
さ
れ
た
商
品
の
傍
に
は
、
心
温

ま
る
生
産
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
写
真
、
広

告
を
添
え
、
生
産
者
と
お
客
様
が
共
に
安

心
・
楽
し
め
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

３
年
前
の
震
災
時
に
は
、
震
災
日
の
２

日
後
か
ら
営
業
を
再
開
。
沿
岸
か
ら
食
品

を
求
め
て
多
く
の
方
が
店
に
押
し
寄
せ
、

店
内
が
空
っ
ぽ
に
な
る
ま
で
営
業
し
、
停

電
の
中
で
も
お
客
さ
ん
を
気
遣
い
、
支
え

続
け
ま
し
た
。
い
か
な
る
時
も
、
地
域
の

た
め
に
新
鮮
な
地
元
食
材
を
提
供
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
揺
る
ぎ
ま
せ
ん
。 

    

昨
年
か
ら
は
、
お
客
様
に
よ
り
買
い
物

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
毎
月

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
２
月
は
バ
レ
ン
タ
イ

ン
特
集
と
、
工
芸
品
の
中
古
市
を
開
き
、

３
月
は
花
商
品
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
旬
菜
館
の
目
玉
商
品
を
開
発
す

る
た
め
、
昨
年
６
月
か
ら
「
地
場
特
産
品

『
な
べ
焼
き
』
開
発
事
業
」
を
始
動
。「
な

べ
焼
き
」
と
は
、
小
麦
粉
に
水
で
溶
い
た

砂
糖
を
加
え
て
焼
い
た
ケ
ー
キ
の
こ
と

で
、
室
根
地
域
で
は
家
庭
で
つ
く
る
お
や

つ
の
定
番
と
し
て
昔
か
ら
慣
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
地
元
食
材
を
組
み
合
わ
せ

や
す
く
、
ま
だ
商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
決
め
手
で
し
た
。 

 

事
業
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
料
理
上

手
な
お
ば
ち
ゃ
ん
組
合
員
の
方
６
名
。
そ

れ
ぞ
れ
が
作
っ
た
鍋
焼
き
は
、
見
た
目
も

味
も
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
味
が

出
や
す
い
の
も
鍋
焼
き
の
魅
力
の
一
つ
。

限
ら
れ
た
費
用
で
よ
り
美
味
し
く
す
る

に
は
、
何
の
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
、
ど
の

よ
う
な
手
順
で
料
理
す
る
の
が
最
善
か
、 

試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。 

 

そ
の
上
で
参
考
に
な
っ
た
の
は
、
店
頭

で
の
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
。
年
齢
や
出
身
地

域
の
異
な
る
様
々
な
方
を
対
象
に
、
用
意

し
た
数
種
類
（
味
付
け
無
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

生
姜
、
コ
コ
ア
等
）
の
鍋
焼
き
を
食
べ
比

べ
て
も
ら
い
、
そ
の
評
価
を
分
析
。「
若

者
に
は
生
姜
が
人
気
で
、
見
た
目
の
評
価

が
高
い
の
は
コ
コ
ア
だ
っ
た
」
と
副
組
合

長
の
市
嶋
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。 

現
在
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ラ
ベ
ル
の
デ

ザ
イ
ン
が
確
定
し
、
発
売
開
始
を
目
前
に

最
終
調
整
に
移
行
中
で
す
。 

 

市
嶋
さ
ん
は
、「
鍋
焼
き
を
目
玉
商
品

と
し
て
、
産
直
の
特
徴
を
出
し
て
い
き
た

い
。
品
揃
え
の
充
実
や
、
イ
ベ
ン
ト
を
仕

掛
け
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ん
に
『
ま
た
来

た
い
ね
』
と
思
っ
て
も
ら
い
、
主
役
で
あ

る
生
産
者
と
お
客
さ
ん
が
輝
け
る
運
営

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

 

新鮮な地元食材が並ぶ賑わいの産直 

「ふれあい」をモットーに、人と人が繋がる場づくり 

～基本情報～ 

◆組合長：菅原 隆儀 さん 

◆連絡先：ふれあいむろね「旬菜館」 

〒029-1202 一関市室根町矢越字高沢 215-1 

◆電話：0191—64-3901 

副組合長 市嶋豊さん 

室根産地直売組合 

豊
富
な
品
揃
え
が
自
慢 

笑
顔
生
ま
れ
る
地
域
の
産
直 

店頭で試食アンケートを行う 

女性組合員の方々 

旬
菜
館
の
新
し
い
目
玉
商
品 

「
鍋
焼
き
」
開
発
事
業 



地域 

紹介 

                              

    

濁
沼
自
治
会
は
、
千
厩
地
域
の
町
場
か

ら
東
山
地
域
松
川
地
区
へ
向
か
う
県
道

２
６
７
号
松
川
千
厩
線
沿
い
に
あ
る
、
歴

史
の
あ
る
名
跡
等
が
多
く
残
っ
て
い
る

地
域
で
す
。 

今
回
は
、
自
治
会
結
成
以
前
か
ら
地
域

の
活
動
を
支
え
、
現
在
は
自
治
会
長
と
し

て
地
域
の
実
情
や
時
代
に
合
っ
た
組
織

運
営
を
考
え
続
け
て
い
る
小
野
寺
敏
男

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

同
自
治
会
は
、
昭
和
53
年
に
千
厩
町

内
に
先
駆
け
て
地
区
内
各
種
団
体
の
集

合
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
濁
沼
団
体

協
議
会
」
が
母
体
と
な
り
、
昭
和
59
年

に
集
会
所
「
集
落
セ
ン
タ
ー
に
ご
り
ぬ
ま

会
館
」
を
建
設
。
昭
和
62
年
に
住
民
に

よ
る
自
治
活
動
の
よ
り
効
果
的
な
実
践

を
期
待
し
、
全
世
帯
加
入
の
も
と
濁
沼
自

治
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年
に

組
織
構
成
を
「
総
務
部
会
」「
社
会
部
会
」

「
文
化
部
会
」
の
３
つ
の
部
会
と
９
つ
の

専
門
部
か
ら
な
る
現
在
の
体
制
に
整
え
、

平
成
19
年
に
は
集
会
所
等
の
財
産
を
適

切
に
保
有
す
る
た
め
に
認
可
地
縁
団
体

と
し
て
法
人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。 

  

総
務
部
会
は
、
全
体
的
な
事
務
処
理
の

他
、
平
成
25
年
７
月
27
日
の
大
雨
災
害

の
際
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
地

区
内
の
見
回
り
や
全
世
帯
の
安
否
確
認

を
し
ま
し
た
。 

 

社
会
部
会
で
は
、
社
会
安
全
部
が
前
述

の
大
雨
災
害
時
の
経
験
か
ら
、
自
主
防
災

訓
練
の
際
に
消
防
署
員
の
協
力
の
も
と

図
上
訓
練
を
実
施
。
土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た

場
所
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
等
を
図
面
に

書
き
出
し
、
地
域
の
様
子
を
把
握
し
ま
し

た
。
ま
た
、
健
康
福
祉
部
は
健
康
教
室
の

開
催
、
成
人
病
検
診
の
呼
び
か
け
や
送
迎
、

各
班
役
員
（
隣
組
役
員
）
に
よ
る
見
守
り

活
動
を
行
い
、
伝
統
継
承
の
面
で
は
産
業

部
が
し
め
縄
づ
く
り
を
開
催
し
、
後
継
者

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

文
化
部
会
で
は
、
文
化
体
育
部
が
平
成

16
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
「
ふ
る
さ
と

再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
、
地

域
の
歴
史
に
詳
し
い
住
民
の
解
説
を
受

け
な
が
ら
地
区
内
の
旧
跡
や
名
所
、
神
社

仏
閣
等
を
見
て
歩
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後

に
は
各
ス
ポ
ッ
ト
に
標
柱
を
設
置
。「
地

区
内
を
一
通
り
歩
き
回
っ
た
成
果
を
マ

ッ
プ
に
し
て
残
し
て
い
き
た
い
」
と
小
野

寺
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
す
。 

 
そ
し
て
、
同
自
治
会
が
一
番
盛
り
上
が

る
行
事
は
毎
年
８
月
15
日
に
、
に
ご
り

ぬ
ま
会
館
の
庭
で
行
う
「
濁
沼
夏
祭
り
」

で
す
。
盆
踊
り
や
出
店
の
他
、
子
供
達
の

太
鼓
の
演
奏
、
青
年
組
織
で
あ
る
未
来
部

の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
さ
ら
に
昨
年
は
65

歳
以
上
の
住
民
か
ら
組
織
さ
れ
る
長
寿

部
が
竹
筒
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
す
「
希
望
の

灯
り
」
を
世
帯
数
分
作
成
し
、
参
加
者
か

ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

   

「
今
の
子
供
や
親
達
は
休
日
も
忙
し
く

な
り
行
事
参
加
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

行
事
を
増
や
す
よ
り
も
整
理
す
る
時
期

か
も
し
れ
な
い
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

生
活
が
苦
し
い
人
に
も
思
い
を
寄
せ
、
住

民
の
福
祉
が
保
た
れ
る
地
域
づ
く
り
が

で
き
る
自
治
会
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語

る
小
野
寺
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
「
生
活
合
理

化
運
動
」
と
称
し
、
無
駄
・
無
理
・
見
栄

の
な
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
き
た
自
治
会
内
で
の
交
際
費
の
見
直

し
に
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
加
え
、
活
動

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
濁
沼
自
治
会

は
昔
か
ら
の
地
縁
を
大
切
に
し
た
地
域

づ
く
り
を
続
け
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
時

代
の
流
れ
に
合
っ
た
自
治
会
活
動
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。 

一関市千厩町・濁沼自治会 

地域のつながりを大切にしながら、 
時代に合った自治会のあり方を考える 

時
代
と
共
に 

変
化
し
て
き
た
自
治
会
の
姿 

～基本情報～ 

◆自治会長：小野寺 敏男 さん（1期 2年目） 

◆千厩地域磐清水地区で、101 世帯 367人が暮

らす濁沼自治会では、専門部を部会に分け、

互いに協力し合いながら地域づくりに取り

組んでいます。 

小野寺 敏男 さん 

各
部
会
・
世
代
間
の 

連
携
に
よ
る
自
治
会
活
動 

模
索
し
続
け
る
自
治
会
の
あ
り
方 

磐清水地区を代表する名石「重箱石」

と、ふるさと再発見ウォーキングで 

作成した標柱 

 



郷
土
の
匠
、
更
な
る
飛
躍
へ 

家
づ
く
り
は
「
ま
ち
づ
く
り
」 

素
敵
な
地
域
交
流
の
開
催 

                              

  

石
灰
石
と
清
流
砂
鉄
が
織
り
な
す
豊

か
な
自
然
と
、
伝
統
工
芸
品
の
東
山
和
紙

で
有
名
な
一
関
市
東
山
町
。
こ
の
地
に
地

元
の
匠
と
し
て
先
代
が
創
業
を
開
始
し

た
の
は
、
昭
和
49
年
４
月
の
こ
と
。
建

設
の
プ
ロ
と
し
て
実
績
を
重
ね
、
平
成
元

年
10
月
に
、
有
限
会
社
丸
已
建
設
と
し

て
改
組
し
ま
し
た
。 

今
年
で
25
周
年
を
迎
え
る
同
社
は
市

内
の
お
客
様
か
ら
の
ご
注
文
が
多
く
、
そ

の
中
で
も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
「
地
域
や
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
」

と
語
る
、
現
代
表
取
締
役
の
水
谷
さ
ん
。   

「
信
用
第
一
の
世
界
で
す
か
ら
、
現
場

で
の
安
全
管
理
や
品
質
管
理
を
徹
底
し

誠
実
に
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
さ
ら
に
、
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
住

民
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

当
社
の
お
客
様
は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
内
で

す
が
、
同
じ
市
内
で
も
各
地
域
に
よ
っ
て

様
々
な
事
情
が
あ
り
、
難
局
に
際
し
て
は
、

日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
役

立
ち
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。
従
業
員
も
地

元
を
良
く
知
る
東
山
地
域
や
大
東
地
域

内
か
ら
採
用
し
一
人
一
人
が
地
域
住
宅

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
る
よ
う
、
社
内
教

育
や
会
社
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
で
す
。 

   

同
社
は
、
平
成
19
年
に
「
ｅ
ｃ
ｏ
ハ

ウ
ス
研
究
会
」
に
参
加
し
、
岩
手
の
気
候

に
合
わ
せ
た
「
伝
導
型
地
中
熱
利
用
住
宅
」

の
事
業
化
を
決
意
。
平
成
20
年
10
月
に

岩
手
県
初
と
な
る
同
住
宅
を
完
成
し
、
翌

年
は
「
経
営
革
新
計
画
」
が
岩
手
県
知
事

承
認
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に

は
、
研
究
開
発
段
階
か
ら
一
関
工
業
高
等

専
門
学
校
機
械
工
学
科
と
共
同
で
実
施

し
、
日
本
伝
統
民
家
の
知
恵
を
取
り
入
れ

た
「
家
族
と
地
球
が
長
生
き
で
き
る
住

宅
・
何
世
代
に
も
亘
り
住
め
る
家
」
が
実

現
で
き
た
の
で
す
。 

 

こ
の
「
伝
導
型
地
中
熱
利
用
住
宅
」
に

取
り
組
む
原
点
と
な
っ
た
の
が
、「
自
動

車
死
亡
事
故
よ
り
も
家
庭
内
死
亡
事
故

が
多
く
、
そ
の
原
因
が
急
激
な
室
内
温
度

変
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
」

と
い
う
現
実
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。
同
社

で
は
、
地
域
で
安
心
な
暮
ら
し
を
勧
め
る

た
め
に
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

広
く
情
報
を
発
信
し
啓
発
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。 

「
地
域
・
風
土
に
と
け
こ
む
ト
ー
タ
ル
的

な
ま
ち
づ
く
り
と
不
動
産
の
提
供
」
を
将

来
の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
同
社
は
、
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通
し
、
よ
り
一
層
地
域
に

根
付
く
建
設
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

   

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
魅
力

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

同
社
多
目
的
ル
ー
ム
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
（
一
関

市
宇
南
）
を
会
場
に
「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

体
験
会
」
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
お
り
、

３
月
で
41
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
講
師

は
、
代
表
取
締
役
の
奥
様
で
通
称
マ
ド
ン

ナ
先
生
。
開
催
当
初
は
無
料
で
し
た
が
、

「
こ
ん
な
に
素
敵
な
体
験
会
な
ら
、
ま
た

参
加
し
た
い
け
ど
、
無
料
だ
と
気
が
引
け

る
か
ら
有
料
に
し
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
い

う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
声
か
ら
、
現
在
は
材
料

費
と
し
て
５
０
０
円
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
体
験
会
は
「
煮
る
・
焼
く
・
揚
げ

る
」
と
い
う
利
用
方
法
が
学
べ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
り

様
々
な
情
報
交
換
が
で
き
る
こ
と
も
魅

力
で
す
。 

 

「
丸
已
建
設
は
建
物
を
建
て
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
方
々
が
知
り
た
い
情
報
を

発
信
・
提
供
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、

水
谷
さ
ん
ご
夫
婦
の
地
域
に
対
す
る
温

か
い
思
い
が
伝
わ
る
取
材
と
な
り
ま
し

た
。 

  

クリーンセンター花泉 有限会社 

 

誠実な仕事と地域コミュニケーションで 
地域に根付いた建設業へ 

企業 

紹介 
代表取締役 

水谷 文昭さん 

～基本情報～ 

◆代表取締役：水谷 文昭 さん 

◆住所：〒029-0302 

一関市東山町長坂字西本町 107-3 

◆ＴＥＬ：0191-47-2480 

◆ＦＡＸ：0191-47-2319 

◆ＨＰ//http://www.marumikensetsu.jp 

 

有限会社 丸已建設 

 



                              

      

  

                    

  

  

磐
井
川
堤
防
の
桜
並
木
（
※
）

を
見
渡
せ
る
立
地
に
あ
る
こ
と

か
ら
命
名
さ
れ
た
「
さ
く
ら
な
み
き
」
は
、
障
が
い
者
支
援
な

ど
に
取
り
組
む
「
い
わ
て
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
ぇ
町
つ

く
り
隊
（
熊
谷
葉
一
代
表
）」、「
レ
ス
パ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
ハ
ン

ズ
（
小
野
仁
志
代
表
）」
の
両
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
平
成
24
年
９
月

に
同
市
中
央
町
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
オ
ー
プ
ン
。
１
階
が
自

閉
症
美
術
館
、
２
階
が
カ
フ
ェ
＆
シ
ョ
ッ
プ
、
３
階
が
生
活
介

護
事
業
所
作
業
ス
ペ
ー
ス
で
、
美
術
館
や
カ
フ
ェ
の
一
部
は
、

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
・
研
修
の
場
と
し
て
貸
出
し
も

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
地
域
の
方
々
と
の
交
流
や
美
術
館
と

し
て
ア
ー
ト
面
の
発
信
の
場
と
い
う
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
２
階
の
カ
フ
ェ
は
、
４
人
掛
け
が
２
席
、

１
人
～
２
人
掛
け
が
３
席
で
、
お
客
様
が
手
作
り
し
た
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
装
飾
品
や
素
敵
な
小
物
な
ど
が
飾
ら
れ
一
つ
一
つ

の
座
席
が
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間
で
し
た
。
ま
た
、
市
内
で
は

な
か
な
か
味
わ
え
な
い
、
美
味
し
い
紅
茶
も
い
た
だ
け
る
の
も

特
徴
で
、
ガ
ラ
ス
製
の
テ
ィ
ー
サ
ー
バ
ー
が
冷
め
な
い
よ
う
に

と
手
作
り
カ
バ
ー
で
優
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
が
厳

選
し
た
紅
茶
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

１
階
の
美
術
館
で
は
、
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
内
外
の
自
閉
症
作
家
ら
の
鮮
や
か
な
色
使
い
、
繊
細
さ
が
表

現
さ
れ
て
お
り
来
場
者
の
心
を
捉
え
、
魅
了
し
ま
す
。 

障
が
い
者
に
限
ら
ず
既
成
の
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い

人
が
、
自
由
に
創
造
す
る
純
粋
無
垢
な
芸
術
作
品
の
こ
と
を
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
表
現
す
る
そ
う
で
、
日
本
で
は
「
生
の

芸
術
」
と
訳
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
今
回
の
企
画
展
は
３
月
23
日

ま
で
で
し
た
が
、
作
品
は
入
れ
替
え
を
し
な
が
ら
常
時
展
示
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
ご
覧
に
な

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

（
カ
フ
ェ
に
も
来
て
ね
♪
） 

❶
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❸
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歩 が く 行 

➋ 

◆◆◆◆センタースタッフの体験レポートです◆◆◆◆ 

➍ 

 

幻
想
と
癒
し
の
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
と
美
術
館 

 

※磐井川堤防改修に伴い、残念ながらこの桜を伐採ましたが、一関市と国土交通省では「磐井川桜再生計画」を策定し、桜並木を再生することを計画しています。 
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いちのせきニューツーリズム協議会で

は、農村・農業体験に来る、北海道や宮

城県仙台市の中学生を一泊二日で迎えて

下さる民家を募集しています。体験は、

田植え・草取り・蒔割り等なんでもＯＫ。

まずは、お気軽にお問い合わせください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】

【料金】受入れ民家に謝礼金をお支払い

いたします。 

【問合せ】同協議会 事務局 

【電話】0191-82-3111/FAX:0191-82-3112 

 

 

 一関市少年少女発明クラブでは全国行

事の「科学技術週間」に合わせ、4月 19

日（土）・4月 20日（日）の二日間一般

公開教室を開催いたします。イベント内

容は「モーター主体の”ものづくり”」携

帯工具をお持ちの方はご持参ください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】  

【場所】

【料金】無料  

【問合せ】一関市少年少女発明クラブ 

【電話】同事務局 0191-26-4928（千葉） 

 

 

 室根総合開発株式会社主催の「春の室

根石まつり」は平成 26年 4月 26日・27

日に開催されます。「室根石臼の振る舞い

餅つき」「手打ちそば」「石窯ピザ焼き」

のお振舞等イベントも盛りだくさん。ご

家族そろってぜひお越しください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】  

午前 9時～午後 5時 

【場所】室根石展示場（むろねっこ） 

【問合せ】室根総合開発株式会社 

【電話】0191-64-3888/FAX：0191-64-3889

 

 

  

科学技術週間一般公開教室 

 

 

PINK BONGOで有名なジャズギターリ

スト宮崎（カポネ）信義とジプシーバイ

オリン竹内真知とのデュオグループ。個

性的な組み合わせにもかかわらず聴く人

を自然に引き寄せてしまう技量と、大人

の貫録をお楽しみに。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】平成 26年 4月 12日（土）

【時間】午後 7時～ 

【場所】陶工房 陣の里 

【料金】前売り 2,500円 当日 3,000円 

【問合せ】一関市滝沢字寺田下 85-1

【電話】0191-48-3376（菅原） 

 

 

アーク牧場を会場に恋活オリエンテー

ションを開催します！雄大なロケーショ

ンの中、自然を満喫し、春の息吹と運命

の出会いを見つけましょう！！ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】平成 26年 4月 13日（日） 

【場所】館ヶ森アーク牧場 

【定員】  

【料金】男性 6,000円 女性 1,000円 

【問合せ】

【電話】同法人 0191-48-4677 

 

 

 藩政時代の物々交換の名残を今に伝え

る「互市」は、一関市花泉町の駅前通り

で開催されます。当日は歩行者天国とな

り、農産物や植木の販売など、活気あふ

れる光景が見られます。ぜひ、ご家族そ

ろってお越しください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】  

午前 9時～午後 4時頃まで 

【場所】ＪＲ花泉駅前通り 

【料金】見学無料

【問合せ】花泉中央振興商店街協同組合 

【電話】0191-82-2437 

農村・農業体験受け入れ先募集 春の室根石まつり 

 
陣の里スペシャルデュオライブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

一関市管内で活動している地域

団体のボランティア等募集です。 

詳細等はお問い合わせ先にご確

認ください。 

 

 

 

一関市少年少女発明クラブでは、少年

少女に対する〝ものづくり″の指導をし

てくれる有償ボランティアを募集してい

ます。お気軽にお問い合わせください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】毎月 2回程度（土日） 

    1回／2時間程度 

【場所】発明クラブ教室、一関公民館、 

    真柴コミュニティセンター 

【報酬】2時間で 1,000円ほど 

【問合せ】一関市少年少女発明クラブ 

     事務局 千葉 邦夫 

【電話】0191-26-4928

 

 

ＮＰＯ法人ワークハウス雲では、同法

人が運営する「雲の弁当屋」の簡単な調

理やお弁当の配達を手伝ってくれるボラ

ンティアを募集しています。下記までお

気軽にお問い合わせください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】毎週火曜日・金曜日 

    午前 10時～午後 1時 

【場所】雲の弁当屋とその周辺 

【報酬】交通費（要相談） 

【問合せ】ＮＰＯ法人ワークハウス雲 

     担当 渡邉 知子 

【電話】090-7073-4985 

 

  

 

 

 
えんそく．ＬＡＢ 

 

 

春の互市 

発明クラブ指導員 
 

 お弁当屋さんのボランティア 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 

 

今月の表紙 

住所：一関市大町 4-２9 

なのはなプラザ４F 

電話：0191-２６-６４００ 

FAX：0191-２６-６４１５ 

営業時間：朝９時～夜６時 

休館日：日・祝 

スタッフ：６名 

 

住所：千厩町千厩字町 149 

電話：0191-48-3735 

FAX：0191-48-3736 

営業時間：朝９時～夜６時 

休館日：日・祝 

スタッフ：３名 

Q1 報告書作成のポイントを教えてください。 

A1 ポイントは「起・承・転・結」を意識して報告書を作成すると、ストーリーが明確になり、読み
やすい報告書になります。活動を新聞などに取り上げられた場合は記事の切り抜きを載せるのも
ポイント。客観的な視点から事業が行われた事実が伝わり、信用にもつながります。 

編集後記 

卒業・入学シーズンになりました。バタバ

タと通り過ぎる毎日ですが、「春」という響き

だけで、心が躍ります。しかし、花粉症の私

には少々つらいこの時期なのでした・・・ 

1 春の互市～3 日まで（花泉） 16  

2  17  

3  18  

4  19 
 

5  20 

きらら室根山展望台オープン
（室根） 

蟻塚公園桜まつり～5 月 6 日
まで（室根） 

6 

第 19 回吉川なまずの里マラソン（室根） 

春の全国交通安全運動～15 日まで（市内全

域） 

21 

 

7  22 
てんとう虫教室「調理実習・アー

ト交流（遊書・絵画）」（川崎） 

8  23  

9  24  

10  25  

11  26  

12 せんまや夜市（千厩） 27 室根高原トライアル大会（室根） 

13  28  

14  29  

15 
てんとう虫教室「調理実習・アート
交流（遊書・絵画）開講式」（川崎） 

30  

 

あなたの「知りたい」に、担当スタッフが答えます。  

この写真は、昨年春に厳美小学校と統合

した達古袋小学校内の廊下です。全長が

119ｍもある校舎は全国でも珍しく、この

校舎は地域のイベント会場としても活用さ

れています。 

◆市内の行政区長さん・自治会長さん対象のヒアリ

ングを新年度も継続いたします。 

 いちのせき市民活動センターでは、市内各地域の

ことをより深く知り、今後の活動へ活かすことを目

的に、それぞれの地域の特色（人・活動・資源・魅

力・課題・環境・産業等）を区長さん、または自治

会長さんに聞いて歩く取材をしています。 

 市内の全行政区・自治会を取材する予定ですので、

地域担当のスタッフから取材連絡を受けた際は、ど

うぞよろしくお願いします。 

 

4月のまちのお知らせ 

 

ホームページ：http://www.center-i.org/      メール：center-i@tempo.ocn.ne.jp 

 

ＦＭあすも 
 

 

 

 小野寺センター長出演の「人そだて地域そだて」のコーナー 

（毎週水曜日 11 時半～）の一部を紹介します。 

◆3 月 12 日放送「愛のカプセル」 

 一関市では、緊急時に備え必要な情報を保管する「愛の

カプセル（緊急医療情報キット）」を２年前から無料配布し

ています。愛のカプセルとは、筒状の容器に各家庭の家族

構成や連絡先、服用している薬や持病等の情報を入れ、冷

蔵庫に保管しておくことで、緊急時に誰が来ても対処でき

るようにと始まった取り組みです。４年前の会議で、参加

者の方から出された愛のカプセルの話が実現し、市民の声

がまちに活かされていることを嬉しく感じます。 
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